
はじめに
　皮膚は身体最大の組織であり、生体

防御の第一線を担っています。

　スキンケアは体の内外因子による

皮膚障害を予防して、健康な皮膚を維

持し、皮膚の生理機能を促進、さらに

人間の基本的欲求である清潔を増進

させる目的があります。

看護がかかわるスキンケアとは
　身体の清潔に対して、ナイチンゲー

ルは看護の覚え書きで以下のように

述べています。

　「病人の体を不潔なままに放置した

り、あるいは病人に汗やその他の排泄

物が染み込んだ衣類を着せたままに

しておくことは、健康をもたらす自然

の過程を妨げて患者に害を加えるこ

とになる」

　従って、皮膚管理のエキスパートと

して、看護が行うスキンケアはその援

助を必要としている人を思い、その行

為を価値付け、その人にとって望まし

い状態に回復できるように援助する

ことと考えます。

　皮膚は内的環境、外的環境の影響を

受け、状態に応じた変化をきたしま

す。看護の第一歩は変化に気づき、次

にその変化の意味を考える観察から

始まります。そのためにも皮膚の構

造や機能を回復させるための ①原因

因子の回避、②正しいスキンケア、③

適切な食事と栄養、④休息・精神的ス

トレスの回避、⑤皮膚の状態変化の観

察などについての指導や、心理的支援

が必要となります。

さまざまな変化は
境界でおきます
　皮膚の機能と役割（表 1）の中で、

最も特徴的なものは皮膚の社会的コ

ミュニケーションとしての役割と考

えます。つまりスキンシップのため

の臓器であるとともに、他者との境界

でもあります。私達は肌と肌を合わ

せて、親子、友人、恋人との愛情を確

かめ合い、また、顔の色や表情でうれ

しい、あるいは悲しい気持ちを表しま

す。さらに昔から“あの人は学者肌だ”

“この雰囲気は肌に合わない”など皮

膚は人格を表す表現としても使われ

てきました。

　また、アトピー性皮膚炎は生活環境

と身体・心のバランスの崩壊が、境界

である皮膚に現れたのかも知れませ

ん。複雑なさまざまな影響因子が重

なり、皮膚は私達の健康のバロメー

ターとしての役割を担っていると考

えます。

 正しいスキンケア
　皮膚疾患の原因因子、悪化因子を除

去し、症状に応じたスキンケアが必

要となります。また、内的環境の変化

に左右されるため、適切な食事による

栄養バランス、精神的ストレスの回避

を心がける教育的関わりと精神的サ

ポートが重要です。

　正しいスキンケアは患者の不快の

軽減、二次感染の予防、疾患の治癒促

進の効果を生み出します。

　スキンケアのポイントは、①皮膚の

清潔、②適度な皮膚の湿潤と温度、③正

しい処置・手当て、④皮膚の観察（表2）

表1　皮膚の機能と役割

・社会的コミュニケーション
・身体の保護
・体温調節
・知覚
・排泄と呼吸
・ホルモン分泌による皮膚への影響
・免疫機能維持

皮膚管理の
エキスパート

としての
看護師の役割
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表2　観察項目

・皮膚の色
・温度･湿度
・弾力
・肌理（きめ）
・におい
・�トルゴール
　（伸展された皮膚が正常な緊張
　　度に戻るスピードのこと）
・皮膚付属器
・毛髪・爪の観察
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です。スキンケアは疾患によって異

なります。疾患の中には湿熱による

反応が刺激となることからも、医師の

診察を受け具体的な方法の正しい処

置・手当てを行いましょう。

チーム医療の役割分担
　チーム医療とは、その患者さんに関

わる医療者が最大限の力を出し合っ

て最良の医療を提供するプロセスで

す。その要素は、①専門性志向、②患

者志向、③職種間志向、④協働志向で

す。従ってチームを構築するベース

として個人の成熟性とプロ意識が必

要です。さらに実践する能力とバイ

タリティーが求められます。絶えず

変化している中での変化を意識し、よ

り流動的なアプローチが実践できる

ようチームの一員として、責任と自覚

を持った役割が果たせるよう努める

ことが望まれます。
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